
スーパー伊勢湾台風による災害犠牲者ゼロを目指して
「高潮災害時を想定したバス避難訓練」が開催されました。
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　平成 21 年９月
27日、桑名市長島27日、桑名市長島
町及び桑名郡木曽岬町及び桑名郡木曽岬
町にて、桑名市、木
曽岬町、国土交通省
木曽川下流河川事務
所により、災害への
避難誘導策のあり方
などを研究されてお
られる群馬大学片田

敏孝教授のご指導の基、「高潮災害時を想定したバス避難訓練」
が行われました。
　近年の地球規模での気象変動に伴う大規模な自然災害が、日
本を始め世界各地で発生しています。このような大規模災害に
対しては、人的被害を最小限にするために公的整備のみならず、
自助、共助による地域防災力の強化に向けた取り組みが求めら
れます。
　そのため、木曽川下流河川事務所では、今年が伊勢湾台風か
ら50年である事を契機に、桑名市長島町などを対象に高潮災
害時における有効な避難誘導策を検討しているところです。
  スーパー伊勢湾台風※の襲来によりこの地域で高潮氾濫が発
生した場合には、全域が浸水し、それが長期間にわたると想定
されています。また、濃尾平野の広範囲で高潮氾濫が発生した
場合、救助が来るまでに時間がかかることが予想されます。こ
のため、早い段階で町外へ避難することが重要となります。
　町外への避難に際しては、自家用車などの移動手段を持たな

い方や、自力での避難が困難な方にとって、バスの活用は有効
であると考えられます。であると考えられます。
　そのため、バスによる避難ニーズの把握と移動手段としての　そのため、バスによる避難ニーズの把握と移動手段としての
バスの有用性を検証し、今後の避難対応方法の検討に用いるこ
とを目的として、バス避難訓練を行ったものです。
　避難訓練は、約500名の参加により早朝から行われ、各地
区の指定された避難所に避難された方々を、大型バスで各避難
所を経由し、桑名市の高台の避難所を見学した後に、輪中の郷
（桑名市長島町）において、意見交換会を行いました。
　意見交換会では、早期の避難勧告が出されたときに、住民だ
けでなく、その地域の企業も操業を停止して避難する必要があ
るのではといった意見や、今回の避難ルートでは道も細く、大
型バスの通行が困難な箇所があったので検討の余地があるので
はないかといったご意見が出されました。
　今後は、現在検討中の木曽
岬町のシミュレーション検討
を進めるとともに、地域防災
リーダーの育成や、今回の意
見交換会で出されたご意見な
どを参考に、広域避難に向け
た取り組みの実現に向けた検
討を行っていく予定です。

※スーパー伊勢湾台風･･･
昭和34年の伊勢湾台風を超える、これまでわが国で観測された最
大規模の台風（1934年室戸台風級）が伊勢湾岸地域に対して最悪
のコースをたどった場合の台風　

現在施工中の堤防補強工事を紹介します。
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　当事務所では、洪水や高潮などの水害から地域を守り、安全
で安心して暮らせるまちづくりに向けた各種の堤防補強工事
を実施しています。

※平成21年度の事業概要の詳細は、事務所ホームページ http://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/をご覧ください。

避難訓練の様子

意見交換会の様子

揖斐川右岸吉之丸地区（桑名市大字赤須賀地先）の高潮堤防整備は赤須賀
地区一連の完成に向けて、赤須賀水門周辺の堤防工事を実施しています。

桑名市

揖斐川

木曽川右岸鎌ヶ地地区（桑名市長島町東殿名地先）の高潮堤防整
備は完成に向けて波返し工やブロック張り工を実施しています。

桑名市長島町

波返し工

木曽川

桑名市長島町

ブロック張り工

揖斐川右岸深谷地区（桑名市下深谷部地先）については一
連区間の完成にむけて堤防嵩上げ工事を実施しています。

長良川揖斐川

桑名市




